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(百万円未満切捨て)
1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）
 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
23年３月期第１四半期 4,327 34.8 △ 4 ─ △ 14 ─ △ 120 ─
22年３月期第１四半期 3,209 28.2 △ 43 ─ △ 53 ─ △ 37 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭
23年３月期第１四半期 △ 10 21 ─
22年３月期第１四半期 △ 3 20 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
23年３月期第１四半期 15,720 4,735 30.1 400 38
22年３月期 13,636 4,923 36.0 416 26
(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 4,724百万円  22年３月期 4,911百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 0 00 ─ 8 00 8 00
23年３月期 ─
23年３月期(予想) 0 00 ─ 5 00 5 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期(累計) 8,900 32.5 290 113.9 270 137.5 60 18.3 5 08

通期 18,000 27.2 880 28.9 800 21.8 410 △9.0 34 75



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きを実

施中です。 

  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま

す。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信

（添付資料）３ページ「1.(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

4. その他（詳細は（添付資料）３ページ「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ─ 社 (社名           )、除外 ─ 社 (社名       )
  （注）当四半期連結会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

 （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無
  （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期 
     連結財務諸表作成に係る原則・手続、表示等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 11,800,000株 22年3月期 11,800,000株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ ─ 株 22年3月期 ─ 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Ｑ 11,800,000株 22年3月期1Ｑ 11,800,000株
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当第1四半期連結累計期間において、わが国経済は建設関連投資の低迷や厳しい雇用情勢が続いてい

るものの、昨秋以降、政府による景気対策の効果による鉱工業生産の上昇や、中国、韓国等アジア諸国

への輸出の増加を背景に、外需、製造業主導で回復傾向にあります。 

 このような状況のもと、当社グループは中核である内航海運業において、主要荷主である鉄鋼メーカ

ーの粗鋼生産量は、海外需要や国内製造業分野の需要増により、直近ピーク時の９割水準、年率換算で

は１億トンを超えるレベルまで回復してきており、鋼材輸送量も当初予想に比し約10％増加し、鋼材、

半製品、副原料の荷動きは堅調に推移しました。電力関連貨物の石炭灰等の荷動きは、各発電所の定期

修理による低稼働の影響を受け予定を若干下回りました。その他の一般貨物の荷動きについては、鉄鋼

向けやプロジェクト関連を除き低調に推移いたしました。また船舶の入渠が例年どおり、第１四半期に

集中することにより修繕費等のコストが増加しました。 

 LPG等トラック運送業については、LPG・石油製品ともに季節的要因はあるものの、前年同期レベルの

輸送量を達成しましたが、運賃改定により売上高は若干減少しました。 

 港湾運送事業については、主要取扱品目のセメント等は依然低迷しているものの、地域的な特需とな

っている原子力発電所建設の本格着工による骨材需要が下支えとなり、順調に推移しました。 

 以上により、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は43億27百万円、営業損失は４百万

円、経常損失は14百万円、在外子会社の清算に係る子会社整理損等による特別損失を計上したことによ

り、四半期純損失は１億20百万円となりました。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産157億20百万円（前連結会計年度末

比20億84百万円の増加）、負債109億85百万円（前連結会計年度末比22億72百万円の増加）、純資産47

億35百万円（前連結会計年度末比１億88百万円の減少）となりました。 

 資産の増加要因は、主として新造船の取得による船舶の増加21億68百万円及び船舶建設仮勘定の増加

２億30百万円によるものであります。 

 負債の増加要因は、主として船舶の建造資金借入れによる長期借入金の増加23億86百万円によるもの

であります。 

 純資産の減少に係る要因は、主として配当金の支払い94百万円及び四半期純損失の計上１億20百万円

に係る利益剰余金の減少によるものであります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して２億

19百万円減少し、27億23百万円となりました。当第１四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フロー

の状況は次のとおりであります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは２億57百万円の支出（前第１四半期連結累計期間は、４億10百

万円の収入）となりました。支出の要因は、主として減価償却費の計上１億91百万円による資金の増加

及び法人税等の支払い４億15百万円による資金の減少であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは24億66百万円の支出（前第１四半期連結累計期間は41百万円の

支出）となりました。支出の要因は、主として船舶の建造に係る支出24億25百万円によるものでありま

す。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは24億35百万円の収入（前第１四半期連結累計期間は８億62百万

円の支出）となりました。収入の要因は、主として船舶の建造資金借入れによる収入26億79百万円によ

るものであります。 

  

当期（平成23年３月期）の業績予想につきましては、平成22年７月30日付け「業績予想の修正に関す

るお知らせ」をご参照下さい。 

  
  

該当事項はありません。 

  

①固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費を期間按分して算定する方法

によっております。 

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

１．会計処理基準に関する事項の変更 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。この適用による損益への影響は軽微であります。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更
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  ２．表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府

令５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」

の科目で表示しております。 
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表
（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部
流動資産
現金及び預金 2,843,692 3,063,623
受取手形及び営業未収入金 4,232,998 4,384,516
たな卸資産 197,752 199,307
前払費用 162,945 87,507
未収消費税等 87,550 －
繰延税金資産 221,127 79,847
その他流動資産 103,779 89,209
貸倒引当金 △198 △732
流動資産合計 7,849,648 7,903,281

固定資産
有形固定資産
船舶（純額） 5,302,945 3,223,305
土地 93,267 93,267
リース資産（純額） 42,789 45,802
建設仮勘定 1,395,302 1,165,301
その他有形固定資産（純額） 83,706 88,808
有形固定資産合計 6,918,011 4,616,485

無形固定資産
ソフトウエア 10,950 12,190
ソフトウエア仮勘定 112,528 79,617
電話加入権 6,020 6,020
無形固定資産合計 129,499 97,828

投資その他の資産
投資有価証券 417,947 513,272
長期貸付金 1,248 1,353
長期前払費用 97 101
繰延税金資産 154,509 261,814
その他長期資産 249,893 242,541
投資その他の資産合計 823,697 1,019,082

固定資産合計 7,871,208 5,733,396
資産合計 15,720,856 13,636,677
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部
流動負債
支払手形及び営業未払金 2,326,571 2,044,587
短期借入金 1,517,000 1,565,000
1年内返済予定の長期借入金 576,019 381,582
リース債務 11,837 11,740
未払金 99,898 89,547
未払法人税等 14,807 423,631
未払消費税等 21,659 112,677
未払費用 87,248 32,943
賞与引当金 35,138 127,488
役員賞与引当金 4,272 32,640
その他流動負債 119,927 124,791
流動負債合計 4,814,380 4,946,630

固定負債
長期借入金 5,303,936 2,917,130
リース債務 31,875 34,871
繰延税金負債 16,788 17,954
退職給付引当金 337,085 323,549
特別修繕引当金 334,465 298,913
負ののれん 103,867 113,310
その他固定負債 42,838 60,478
固定負債合計 6,170,855 3,766,207

負債合計 10,985,236 8,712,837
純資産の部
株主資本
資本金 718,000 718,000
資本剰余金 308,435 308,435
利益剰余金 3,619,640 3,834,485
株主資本合計 4,646,075 4,860,920

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金 78,460 124,888
為替換算調整勘定 － △73,906
評価・換算差額等合計 78,460 50,982

少数株主持分 11,084 11,936
純資産合計 4,735,620 4,923,839

負債純資産合計 15,720,856 13,636,677
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 3,209,237 4,327,074
売上原価 2,941,906 3,930,046
売上総利益 267,331 397,028
一般管理費 310,422 401,813
営業損失（△） △43,090 △4,785
営業外収益
受取利息 175 147
受取配当金 3,091 3,234
負ののれん償却額 － 9,442
不動産賃貸料 2,454 2,378
助成金収入 － 2,284
その他営業外収益 5,947 3,178
営業外収益合計 11,669 20,666

営業外費用
支払利息 21,041 22,720
為替差損 － 5,670
その他営業外費用 1,193 2,111
営業外費用合計 22,235 30,501

経常損失（△） △53,656 △14,620
特別損失
投資有価証券評価損 － 18,371
為替換算調整勘定取崩額 － 77,296
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,892
特別損失合計 － 103,560

税金等調整前四半期純損失（△） △53,656 △118,180
法人税、住民税及び事業税 8,097 6,689
法人税等還付税額 △7,705 －
法人税等調整額 △16,950 △3,726
法人税等合計 △16,558 2,962
少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △121,142
少数株主利益又は少数株主損失（△） 715 △696
四半期純損失（△） △37,813 △120,445
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

前第1四半期連結累計期間
(自 平成21年4月 1日
至 平成21年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成22年4月 1日
至 平成22年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純損失（△） △53,656 △118,180
減価償却費 171,236 191,316
負ののれん償却額 － △9,442
貸倒引当金の増減額（△は減少） － △534
賞与引当金の増減額（△は減少） △19,840 △92,349
役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △28,367
退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,500 13,535
特別修繕引当金の増減額（△は減少） △44,211 35,551
受取利息及び受取配当金 △3,267 △3,382
支払利息 21,041 22,720
為替差損益（△は益） － 5,670
投資有価証券評価損益（△は益） － 18,371
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,307
営業債権の増減額（△は増加） 492,833 151,518
たな卸資産の増減額（△は増加） △32,462 1,555
営業債務の増減額（△は減少） △104,984 281,984
前払費用の増減額（△は増加） － △75,437
未払又は未収消費税等の増減額 － △178,568
その他 78,394 △51,145
小計 501,583 173,123
利息及び配当金の受取額 3,267 3,382
利息の支払額 △17,799 △18,257
法人税等の支払額 △76,382 △415,513
営業活動によるキャッシュ・フロー 410,669 △257,264

投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の純増減額（△は増加） △40,069 －
投資有価証券の取得による支出 △1,308 △1,082
有形固定資産の取得による支出 △4,500 △2,425,103
無形固定資産の取得による支出 － △32,911
その他 4,677 △7,013
投資活動によるキャッシュ・フロー △41,199 △2,466,110

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額（△は減少） △770,000 △48,000
長期借入れによる収入 － 2,679,560
長期借入金の返済による支出 △31,824 △98,316
リース債務の返済による支出 △2,042 △2,899
配当金の支払額 △59,048 △95,135
財務活動によるキャッシュ・フロー △862,915 2,435,208

現金及び現金同等物に係る換算差額 34,551 68,235
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △458,893 △219,931
現金及び現金同等物の期首残高 2,380,934 2,943,623
現金及び現金同等物の四半期末残高 1,922,040 2,723,692
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める内航海運事業の割合が、いずれも90％を超

えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

【海外売上高】 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

【セグメント情報】 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検証を行う対象となってい

るものであります。 

 当社グループは内航海運事業を主たる業務としており、運賃、貸船料、運航手数料等を収受する内航海

運業、並びに港湾運送業、トラック運送業等を営むその他の会社から構成されています。当社及び各グル

ープ会社は担当する船舶の運航又は取り扱うサービスについての包括的な戦略を立案し、独立して事業活

動を展開しています。 

 したがって、当社グループは内航海運事業及びその他の事業セグメントから構成されており、「内航海

運事業」を報告セグメントとしています。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

  

四半期財務諸表（個別）は、重要性が大きくないと判断できるため、当期より記載を省略しておりま

す。 

  

【事業の種類別セグメント情報】
当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

（単位:千円）

報告セグメント
その他 合計 調整額 

（注）
四半期連結 
損益計算書 
計上額内航海運事業

売上高
外部顧客への売上高 4,184,207 142,866 4,327,074 - 4,327,074

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 - 11,859 11,859 △ 11,859 -

計 4,184,207 154,726 4,338,933 △ 11,859 4,327,074
セグメント利益又は損失（△） △ 17,640 12,255 △ 5,385 600 △ 4,785
（注）セグメント利益又は損失の調整額600千円は、セグメント間取引消去額であります。

4. (参考) 四半期財務諸表 (個別)
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